
カトリック鈴蘭台教会 週報 2023(令和 5)年 5月 14日 

今週  

1.  21 日(日) 兵庫教会において鈴蘭台・兵庫・たかとり 3 教会合同堅信式があります。 

 

各委員会・係からのお知らせ 

1. 教会評議会より・ 

 ①先週 7 日（日）教会評議会を行い、以下の事について話し合いました。 

  (a)司祭館の耐震工事を教区に申請するとの建築委員会の提案を承認しました。 

  (b)新監事 2 名を承認しました。 

  (c)従来のバザーを規模を縮小して、また、敬老祝賀会・被昇天ミサ後の茶話会を再開する。 

 (d)6月 18日(日)ミサ後、会衆全員で新しい聖歌の練習をし、7月 2日(日)よりマスク着用 
の上会衆全員で歌うようにする。 

その他、詳細は信徒館に議事録を掲示していますのでご覧ください。また、ご質問・ご意 

見がありましたら評議会までお寄せください。 

  

2. 社会活動委員会より・ 

 月の第一・第二日曜日にカリタスジャパンによる「ウクライナ危機人道支援」の募金箱を聖 

堂後方に設置しています。ご協力お願いします。 

 

3. 典礼委員会より・ 

①5月は聖母月です。5月 7日(日)から 28日(日)まで、主日ミサの前、午前 9時 20分からロザ 

リオの祈りを 1連唱えますので、それまでにご着席くださいますようよろしくお願いいたし 

ます。 

②ミサ中の朗読奉仕者の方へ 

朗読のとき「聖書と典礼」その他の朗読聖書を朗読台にお持ちにならないようにお願いいた 

します。朗読は朗読台にあらかじめ準備された朗読聖書でしていただきますようよろしくお 

願いいたします。 

  

4. レジオ・マリエより・ 

5月の毎金曜日、ミサの前、午前 9時 30分からロザリオの祈りをいたします。どうぞご参加 

ください。 

 

5. その他・ 

①ミサ参加にあたってのお願い 

 (a) 自宅で検温を行い、熱があるなど体調不良の場合は、ミサへの参加を自粛してください。 

 (b) ミサ参加時は、マスクを着用してください。 

 (c)  入館は信徒館入口から行ってください。その際アルコールでの手指消毒をお願いします。 

  (d)  今後もミサ中上部窓開放、下部窓より排気など換気を十分に行います。各自自主的に対 

策をし、体調管理に十分ご留意ください。 

②5月主日ミサ司式司祭 

主 日   司 式 司 祭 

5月 21日(日) 安旻祐神父 

5月 28日(日) 安旻祐神父 



 
 
教区の皆様 
                              大阪大司教 前田万葉 
 

世界広報の日の献金について（お願い） 
 
♰ 主の平和 
5月 14日（復活節第 6主日）は第 57回「世界広報の日」です。フランシスコ教皇は、「愛

に根ざして真理を語る」（エフェソ 4・15）ことを、世界広報の日メッセージとして語って
おられます。その内容を、四つのテーマ、「心をもってのコミュニケーション」「心と心のコ
ミュニケーション『うまく伝えるには、たくさん愛すればいい』」「シノドスの歩みの中で、
心をもって語る」「平和の言語を広めて、人々の心から敵意を取り去る」で語られた後、主
イエス様への三つの祈り「真実なコミュニケーションを心がけること」「人々に耳を傾けて
分断をもたらす敵意を取り除くこと」「互いを保護するものであるとの自覚意識を持つこと」
をもって締めくくっておられます。 
相手に対して、不純なものを一切取り除いた純粋な心で語ることは、福音という真理を生

きる私たちにとって本質的な生き様といえます。どんなに難しい場合でも、諦めずに根気よ
くコミュニケーションを試みること、心の中で見限ってしまうのではなく、祈りをもって相
手の立場で理解していこうとする努力を怠ってはいけないでしょう。これは、必然的に相手
の話に一所懸命に耳を傾けることを意味するもので、ただ一方的な、伝達や告知ではなく、
真のコミュニケーションになるための必須条件となります。 
私は主を愛する。主は嘆き祈る声を聴き、わたしに耳を傾けてくださる。生涯、わたしは

主を呼ぼう（詩編 116・1-2）。 
一方私たちは、情報社会の色々な仕組みによりフィルターに掛けられた情報を見極めるた

めに、正しい判断能力が求められています。 

目を覚ましている必要があり（マルコ 13・3 参照）、世の中の巨大な流れ、つまり、人間関

係が薄れていく流れにそのまま身を任していくことは、うまい世の渡り方であるかもしれま

せんが、聖霊に促されて、光の子である私たち（エフェソ 5・8 参照）キリスト者は、恐れ

ず、守るべき真理を大胆に語っていき、伝えていくべきでしょう。聖霊が私たちの心を開き、

神様のお恵みを存分に生きていくことができるよう切に祈り、勇気をもって福音を証してい

きましょう。 

 昨年度は皆様から 1,726,763円の献金をいただきました。心から感謝申し上げます。 

祈りと感謝のうちに 

 

本日の堂内献金はこのために捧げられますので、よろしくお願いいたします。 

 


